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事業対象地
ルアンプラバン県ポンサイ郡ホアイキン村落

クラスターを対象とする。
面積は約30,000haで北部山岳地帯

（標高667mから1,657m）に位置する。
焼畑移動耕作により森林減少・劣化が進

んでいた。
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通常の焼畑移動耕作（対象地： 大）

REDD+事業下の焼畑移動耕作（対象地： 小）

森林資源に過度に依存しないための代替生計の導入＆モニタリング

森林減少・劣化抑制の概略
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ラオス北部でのREDD+事業の背景（≒Underlining Driver）
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地球温暖化対策を実施

（焼畑移動耕作を抑制）

焼畑移動耕作は生計手段

（生計のほぼ全てを依存）



事業デザイン（Readinessから本格実施まで）
完全実施へ

（Project activitiesの実装）
ReadinessはJICA PAREDD
プロジェクト（2015年まで）

Demonstrationから本格実施へ
（主にProject activitiesの試行）

Based on villager’s 
needs and capability

Based on capability, natural resource, 
market, etc, made plan with villagers

Technical supports on site and JCM-
REDD+ Technical Center (pictures below)

Training nursery

JCM-REDD+
Technical Center

実際に進めたProject activityの例

•代替生計となる家
畜飼育の改善

Livestock rising

Readiness, evaluation of feasibility and training

Improved crops and pasture

JICA PAREDD Approach

カム族
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事業の実施体制
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Waseda University
& Marubeni Corporation

Japan side

Lao PDR side
PAFO and DAFO 

supported by NAFRI
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REDD+ Technical 
Center

Each Village
(each LFMC)

Each Village
(each LFMC)

Each Village
(each LFMC)

図 ラオスでのJCM-REDD+事業の実施体制
ルアンプラバン県農林事務所（PAFO）
ポンサイ郡農林事務所（DAFO）
国立農林業研究センター（NAFRI） 図 Project activityの記録・報告様式



REDD+事業の課題と今後の展望
【REDD+事業の実施体制】
 Readinessをどのように進めるか（民間企業だけで実施可能か？）。
 森林モニタリングをどのように進めるか。
 具体的に森林減少・劣化を抑制するためのActivityをどうするか。

【クレジット創出までの体制】
 REDD+事業の許認可をどうするか。
 REDD+事業化・クレジット創出に必要となるホスト国との協議をどのよ

うに進めるか。

【方法論開発とPDD作成】
 技術的な課題はあるか。
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